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コ
ン
ド
ウ
イ
チ
ザ
エ
モ
ン
近
藤
市
左
衛
門

盛

安
二
年
前
凶
利
治
に
仕

へ
て
四
百
石
を
領
し
た
。
四

代
入
右
衛
門
点
字
二
年
自
殺
し
て
家
断
絶
し
た
。

コ
ン
ド
ウ
カ
イ
近
藤
甲
斐

交
は
大
和
長
院
。

腿
長
十
六
年
間
間
利
長
の
治
相
官
の
宛
名
中
に
近
藤
鋪

部
と
あ
る
も
の
も
是
で
あ
ら
う
。

十
九
年
大
坂
の
役

に
大
理
寺
械
の
留
守
を
勤
め
、
純
一
成
千
七
百
石
を

制
し
た
。
そ
の
子
茜
右
衛
門
、
後
に
叉
叩
姿
と
い
ひ
、

三
千
石
を
受
け
て
白
山
侯
前
回
利
次
の
臣
と
な
っ

た
。

コ
ン
ド
ウ
シ
ロ
エ
モ
ン

近
穣
四
郎
右
衛
門

白

潟
役
か
ら
組
外
に
列
し
て
三
十
俵
六
人
扶
持
を
受

け
、
貸
出
悶
元
年
能
楽
郡
代
官
と
な

b
、
=
一
年
七
十
二

歳
を
以
て
夜
し
た
。

コ
ン
ド
ウ
チ
ユ
ウ
ノ
ジ
ヨ
ウ
近
藤
忠
之
丞

天

保
丸
年
近
膝
忠
之
丞
と
い
ふ
者
、
山
本
孫
三
郎
を
斬

っ
て
父
の
仇
を
報
じ
た
。
忠
之
丞
は
務
の
閉
場
附
足

将
で
三
十
二
族
、
孫
三
郎
は
馬
廻
組
山
本
治
太
夫
守

関
の
山
知
で
、
明
倫
貨
の
醐
叫
附
を
勤
め
、
三
十
六
様
で

あ
っ
た
。
忠
之
丞
の
父
富
田
忠
太
夫
は
、
も
と
滞
士

多
賀
橡
一
右
術
門
の
阿
心
で
あ
っ
た
が
、
能
〈
財
を

お
へ
、
途
に
知
行
二
千
石
を
領
す
る
際
問
左
衛
門
安

定
の
給
人
と
な
り
、
傍
ら
私
財
の
利
殖
を
梁
と
し
て

底
た
。
円
揺
を
以
て
孫
三
郎
の
兄
治
太
夫
は
忠
太
夫
か

ら
借
銀
を
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
銀
談
の
こ
と
に
就
い

て
、
天
保
四
年
十
二
且
廿
九
日
夜
係
三
郎
は
忠
太
夫

を
紡
ひ
、
共
に
忠
太
夫
が
銀
主
と
縛
す
る
笠
市
町
越

中
屋
長
兵
衛
の
家
に
行
っ
て
門
前
に
待
っ
て
居
た

が
、
そ
の
出
づ
る
や
口
論
を
起
し
た
上
之
を
殺
臨
し

た
。
し
か
し
忠
太
夫
が
士
人
に
封
し
て
恕
口
雑
言
し

コ
ン

米
自
志
士
湖
周
紹
元
が
垣
本
佐
坑
右
衛
門
か
ら
の
問

自
だ
と
い
ふ
か
ら
、
最
も
信
ず
べ
き
史
料
と
見
ら
れ

司
令
。

た
と
の
理
由
で
、
孫
三
郎
は
何
等
斡
を
得
る
こ
と
な

か
っ
た
。
忠
太
夫
の
鏑
子
に
近
隣
忠
之
丞
と
い
ふ

も
の
が
あ
っ
た
が
、
身
長
主
尺
八
サ
、
開H
力
栄
に
魁

え
、
窃
か
に
報
復
の
志
を
抱
き
、
江
戸
で
創
そ
湯
舟

天
榊
前
の
井
上
係
兵
衛
に
尽
び
、
金
期
で
は
開
堂
忠

左
衛
門
及
び
垣
本
佐
五
右
衛
門
に
泣
き
、
郭
ら
時
出
協

を
待
っ
た
。
孫
三
郎
は
之
ゃ
い
知
ら
ぬ
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
亦
技
を
武
際
金
太
郎
に
問
う
て
線
建
の
m廿
が

あ
っ
た
か
ら
、
門
司
も
野
球
の
色
が
な
か
っ
た
。
然

る
に
九
年
一
出
月
十
三
日
は
祭
校
の
式
日
で
、
磁
円
只
皆

早
朝
に
出
動
す
る
例
で
あ
っ
た
の
で
、
忠
之
丞
は
孫

三
郎
が
宗
宇
町
の
家
を
出
て
す
川
凶
町
に

富
山
る
を
認

め
、
治
跡
し
て
之
と
倒
ひ
、
そ
の
首
級
脅
旧
制
川
m
u
m
M

寺
な
る
亡
父
の
お
に
掠
げ
、
問
叩
仙
川
大
開
制
口
か
ら
こ
佼

伎
衆
を
経
て
出
奔
し
た
。
或
は
い
ふ
。
復
仇
の
日、

佐
伐
と
い
ふ
者
笠
を
彼
り
て
孫
三
郎
に
諮
問
出
し
、
木

掠
は
孫
三
郎
が
商
問
町
に
来
た
時
、
之
を
岐
路
に
待

っ
て
居
た
忠
之
-A
に
報
じ

K
。
忠
之
-訴
出
で
L
孫
三

郎
と
開
ひ
、
先
，
っ
そ
の
授
を
研
っ
た
が
、
砲
さ
一
郎
も

忠
之
-dm
白
の
腕
に
似
つ
け
、
励
も
す
れ
ば
却
っ
て
佑
か

っ
た
。
佐
民
闘
っ
て
之
を
助
け
、
孫
三
郎
の
右
手
悦

指
を
断
っ
た
。
是
を

U
て
忠
之
恭
は
本
望
を
建
し
、

智
血
児
寺
よ
り
浅
野
川
を
捗
っ
て
大
櫛
川
に
主
り
、
故

父
竹
屋
六
兵
衛
の
扶
助
に
よ
っ
て
衣
服
を
改
め
‘
二

俣
往
来
よ
り
飛
脚
に
出
で
、
江
戸
の
仰
升
上
体
兵
衛

の
保
秘
に
よ
っ
て
生
計
キ
一明
叫
ん
だ
と
。
こ
の
設
は
垣

本
佐
五
右
衛
門
の
口
授
だ
と
い
ふ
か
ら
信
を
措
き
得

べ
〈
、
そ
の
佐
民
は
佐
荒
右
衛
門
mH
英
で
、
木
制
酬
は

鈴
木
信
左
衛
門
永
臨
の

初
名
を
採
っ
た
も
の
ら
し

い
。
永
固
ま
た
後
に
協
を
行
と
改
め
た
が
、
ロ
は
開

堂
忠
左
衛
門
の
子
で
、
剣
法
を
能
〈
し
た
。

コ
ン
ド
ウ
チ
ユ
ウ
ノ
ジ
ヨ
ウ
ア
ダ
ウ
チ
イ
ツ
ケ
ン

近
藤
忠
之
丞
仇
討
一
件
小
抽
出
子
に
沿
ぎ
ぬ
が
、
滞

コ
ン
ド
ウ
ナ
ガ
ヒ
ロ
近
藤
長
底
辺
都
議
右
衛

門
、
後
大
和
。
泣
前
府
中
に
於
い
て
前
回
利
家
に
仕

へ
.
一大
百
十
二
年
米
議
城
の
後
容
に
従
ひ
、
州
出
長
十

年
十
一

月
大
明
寺
の
減
代
と
な
り
、
十
六
年
間
問
。
純

一
成
千
石
。
子
孫
一
は
日
山
伎
の
国
と
な
り
、

一
は

長
〈
加
到
滞
に
仕
へ
た
。

コ
ン
ド
ウ
ナ
ホ
ツ
グ

近
藤
直
次

沼
務
治
右
衛

門
。
松
郁
治
右
衛
門
一
成
の
次
子
。
氏
を
改
め
て
父

の
致
仕
後
三
百
五
十
石
そ
衡
し
、
能
州
宇
出
津
引
越

御
用
常
勤
め
、
立
文
四
年
間
担
。
子
田
町
制
限
い
で
終
に

仕
へ
る
。

コ
ン
ド
ウ
ノ
ブ
ナ
リ

近
藤
信
成

週
初
岩
五
郎
。

兵
作
伺
行
の
ご
子
。
肥
前
長
附
へ
動
向
?
の
た
め
泌
か

ら
源
地
せ
ら
れ
て
ゐ
た
聞
に
、
州
出
邸
二
年
九
且
十
三

日
夜
、
隣
州
滞
十
一
石
利
良
平
が
宿
所
前
で
加
賀
滞
を

附リ
U
し
た
の
者
怒
り
、
組
う
て
之
を
殺
し
、
後
山
腕
滞

の
交
渉
を
受
け
て
阿
川
脱
し
た
。
時
に
年
二
十
-
一
。
図

っ
て
滞
は
信
成
が
士
道
を
失
は
な
か
っ
た
こ
と
を
貸

し
、
矢
信
行
に
百
行
合
加
噌
し
、
三
男
斤
四
郎
に
新

知
百
}
九
十
石
を
給
し
た
。

め
、
六
年
十
一

且
十
一
自
製
し
た
。
亭
年
七
十
七
。

近
藤
兵
作
雑
抄
の
諮
が
あ
る
。
兵
作
ま
た
関
税
の
釘

限
を
中
野
約
従
に
受
け
て
、
新
規
矩
践
と
鋭

L
、
明

倫
堂
一
の
師
範
と
な
り
、
文
政
九
年
に
は
石
黒
信
仰
若

釘

mu鈎
致
下
容
の
僻
畿
を
草

L
、
天
保
三
年
に
は
特

別
之
解
を
作
り
、
明
治
元
年
に
は
関
学
和
網
開
法
綿

“
自
の
解
親
を
完
う
し
、
そ
の
他
約
術
僻
・興
組
三
十

好
一
拘
僻
・
問
符
院
奉
納
釘
法
僻
術
及
批
判
容
の
前
が

あ
っ
た
。

コ
ン
ド
ウ
マ
サ
キ
ヨ
近
藤

理

清

加
藤
滞
の
士
。

父
は
新
左
衛
門
光
保
。
秩
鰍
千
四
百
石
。
彦
助
山
際

宙
流
生
花
家
元
関
本
郡
山
田
凪
に
琉
い
て
興
事
び
、
還
に
五

代
家
元
臓
を
縞
承
し
て
松
崎
伐
と
脱
し
た
。
明
治
十

九
年
ご
且
七
十
訟
を
以
て
残
し
た
。

コ
ン
ド
ウ
ム
イ
チ
近
藤
祭
市

亦
艦
市
之
助
に

作
る
。
天
正
巾
佐

hmm同
開
放
に
仕
へ
、
サ
一
蹴
の
時

仰
ヶ
湖
町
役
に
出
附
し
、
敵
将
中
川
消
努
を

刊
し
て

珠
功
を
立
て
た
。
後
前
倒
利
治
に
仕

へ
て
金
の
話
取

脱
却
と
な
り
、
五
百
石
を
受
け
た
。
夜
年
不
詳
。
子
久

米
助
、

一
に
無
市
之
助
と
い
ふ
。
捜
封
の
命
な
く
し

て
江
戸
に
往
き
、
佐
川
口
後
間
の
城
主
中
川
佐
渡
守
久

恒
に
仕
へ
た
。

コ
ン
ド
ウ
モ
ロ
主
カ

シ
ユ
ト
ノ
プ
ウ
ソ

近
篠
師
高

i
y-フ
ヤ
マ

白
山
衆
徒
の
倣
訴
。

コ
ン
ド
ウ
モ
ロ
ツ
ネ
近
藤
師
経

J
Y
一
フ
ヤ
マ

ジ
ユ
ト
ノ
プ
ウ
ソ
白
山
衆
徒
の
政
訴
。

コ
ン
ド
ウ
ユ
キ

Z
チ

近

藤
幸
先

週
稿
作
右
衛

門
。
御
釘
用
説
の
淀
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
間
芯
が

本
多
利
明
の
砕
を
河
北
郡
侍
短
寺
境
内
に
建
て
た

時
、
幸
先
亦
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ド
ウ
リ
ト
ウ
近
藤
季
東

石
川
部
制
上
の

十
村
役
。
辺
都
は
卸
荒
川出
。
李
斑
践
を
梁
と
し
て
ゐ

た
に
拘
ら
ず
制
踏
・蹴
鞠
を
拡
叫
ん
だ
か
ら
、
還
に
滞

コ
ン
ド
ウ
ノ
プ
ユ
キ

近
蔽
信
行

辺
都
兵
作
。

本
組
奥
力
近
隣
揃
左
衛
門
の
嗣
宇
で
あ
っ
た
。
寛
政

十
二
年
に
生
ま
れ
、
弘
化
周
年
父
の
後
を
製
ぎ
、
政

百
八
十
-
自
在
受
け
、
間
以
前
に
班
し
、
勝
手
方
に
術
せ

ら
れ
た
。
信
行
最
も
財
政
に
長
ず
る
を
以
て
、
年
裕

長
辿
誌
や

G

叫
附
け
て
剖
川
引
回
す
る
所
あ
っ
た
が
、
安
政
元

年
並
弘
の
総
め
ら
れ
た
時
信
行
も
亦
馴
け
ら
れ
、
文

久
三
年
再
び
閉
山
肌
に
斑
し
て抽
州
政
に
拳
奥
し、

四
回
路

二
年
十

M
そ
の
子
信
成
の
こ
と
に
凶
っ
て
政
百
石
を

増
し
、
明
治
三
年
九
且
退
老
し
て
後
名
を
翁
と
改

三
二
五


